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茨戸で ボート競技をするにあたって 
 
はじめに 

ボート競技には 特有の『危険』がある 

後ろ向きに、結構なスピード（チャリくらい）で進む ⇔ 見えない  ぶつかると大ケガ 

水の上で行う（水の中に落ちる可能性がある）   ⇔ すぐに助けに行けない  溺れ死ぬ 

 
１．艇庫の使い方 

 
艇庫とは 

「茨戸川漕艇研修センター」  ≠道漕艇庫 ではない。  1986（昭和 61）年完成 
所有者 北海道体育協会  管理者 北海道ボート協会  

 
したがって、我々（札幌ボート協会）だけのモノではない。北海道内の全ての選手が使うもの。 
日常的には札ボの加盟団体が使うことが多いが、「自分たちの艇庫」では無い ことに注意。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
20210718安全講習会資料 亀山聖二 

 

２．艇の使い方の基本 

基本的なエチケット   艇をまたがない    オールをまたがない   ウマ・スリングに座らない 
使ったオール・艇は必ず水で洗い、そして拭く  壊れたら、必ず自分で直す 

 
３．茨戸コースの使い方の基本 

ペケレット方面は生振大橋まで（これは漁業者との約束）。それより奥には絶対行かない。 
 
新人は                艇を自在に回す 

声出しの練習 → 声を出して、他のクルーを止める   これをジョイフォア、２×で練習させ 
真っ直ぐ進む       出来るようになってから単独出艇 

４．茨戸 とは？ 

 
適当な長さの ”水たまり” 。かつ、流れがほとんど無いので、ボート競技には最適。 
ここは、石狩川の旧河道＝三日月湖。1931（昭和 6）年に治水の目的で大きく蛇行していた石狩川（オレンジのライン）が直線

的にショートカットされたため、残されてしまった残骸。 
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1000mコース図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鉄則 前後左右を見回して、艇にぶつかるな 
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柏谷 仁 さん 
北海道ボート協会 

 研修センター管理運営委員 
  

小林 敬史 さん 
 札幌・北海道ボート協会 
 研修センター管理運営委員 

  
中川 信治 さん 
 札幌ボート協会 会長 
 研修センター管理運営委員 

  
本間 公康 さん 
 札幌ボート協会 副会長 
 研修センター管理運営委員 

  
坂井 正 さん 
 札幌ボート協会 副会長 

  
江川 厚志 さん 
 北海道ボート協会 理事長 
 北大 監督 

  
谷津 法彦 さん 
 札幌ボート協会 
 商大 監督 

 

；モーターの免許持っている人 
 
 
 
 

 
  

稲垣 嘉彦 さん 
 石狩翔陽監督 
 研修センター管理運営委員 

  
金谷 智 さん 
 石狩翔陽 顧問 

  
菊池 純一 さん 
 石狩翔陽 顧問 

  
大熊 達也 さん 北大コーチ 
 札幌ボート協会 
 研修センター管理運営委員 

  
川上 健太郎 さん（DRC） 
 札幌ボート協会 

Doshin Rowing Club 
   

  
亀山 聖二 
 札幌ボート協会 理事長 
 研修センター管理運営委員 
 北大 元監督 

 

救助してもらったら、必ず一言 お礼 を言いに行くこと。 

 


